
よしか広報

２０２３年（令和５年）
９月号・№２１５ 吉賀町の人口・世帯数

（令和 5年 7月 31 日現在）
 人　口  5,759 人　(-4)
 　男　  2,764 人　(-5)
 　女　  2,995 人　(+1)
 世帯数  3,042 世帯(-6)

（　）内は前月との比較

高津川の生き物
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第７３回〝社会を明るくする運動〟伝達式及び啓発活動

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　“社会を明るくする運動”は、全ての国民が、犯罪や非行の防止と、あやまちを犯した人の立ち

直りについて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な地

域社会を築くための全国的な運動であり、毎年７月を強調月間として運動を展開しています。また、

７月は「青少年の非行・被害防止全国強調月間」としても定められています。

　吉賀町では、７月３日（月）に役場本庁舎ロビーにおいて、内閣総理大臣メッセージを木村保護

司代表から、また、島根県知事、島根県警察本部長、島根県教育委員会教育長からのメッセージを

津和野警察署副署長から、吉賀町推進委員会委員長の岩本町長へメッセージの伝達が行われました。

　その後、保護司の皆さんや更生保護女性会の皆さん、津和野警察署、その他関係者の方々が、町

内３箇所で、住民の皆さんへ明るい地域づくりへの呼びかけを行い、啓発活動を行いました。この

運動をきっかけに、人と人とがつながって笑顔の広がる地域になってほしいと思います。

～啓発活動の様子～

～メッセージ伝達式の様子～

木村保護司代表からメッセージを伝達

津和野警察副署長からメッセージを伝達

メッセージ披露
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９月９日は救急の日

　火災・救急・救助は１１９番

六日市分遣所　☎７７‐０１６２　　柿木分遣所　☎７９‐２２０１　

益田広域消防本部↓

　　　　　　　　　　　　　　管内　　　　　　　　　　　　　YouTube

各種申請書　　　　　　　ＡＥＤマップ　　　　　　　　　　市民が行う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心肺蘇生法掲載　　　

　

救急車が到着するまで

９．４分
※令和４年度全国平均（総務省）

〇▶

▶

▶

▶

▶

『みんなで学んで、広がる安心！応急手当を覚えましょう！』

ひとたび心肺停止（心臓と呼吸が止まった状態）に陥ると救命の可能性は急激

に低下しますが、適切な救命処置を速やかに実施することで救命の可能性が高

くなります。

あなたの勇気ある一歩が命を救います。
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自主防災組織　八皇子防災　設立記念イベント

　今年度６月７日に設立された八皇子防災の設立記念イ

ベントとして、７月３０日に地域の住民と共に防災意識

を高めることを目的として、「災害時・キャンプで使え

るロケットストーブ作り」が草の庭で開催されました。

　親子で防災体験するご家族の方や、八皇子自主防災組

織の会員さん等が参加されました。

　講師として、河野洋司柿木公民館長を招き、いつ起こ

るか分からない災害に備え、電気、ガスが使えない状況

で暖がとれ、調理が出来るロケットストーブを製作しまし

た。

　最初は慣れない作業に戸惑う方もおられましたが、丁寧

に一つ一つ手順どおりに製作され、立派なロケットストー

ブが出来上がりました。

　町内では８か所目の自主防災の組織化となります。未設

置の地域におかれましても組織化に向け、ご検討をお願い

します。

★水道メーター交換工事について★

　水道メーターは、計量法第１６条第１項第３号により有効期限８年以内と定められています。

　そのため、今年度に有効期限を迎える水道メーターは、交換します。

　今年度の交換個数は約６８０個を予定しています。

★工事に伴う水道停止について★

　交換工事に伴い、１５～３０分ほど水道が使用できなくなります。水道が止まると営業に支障が

出るときは役場へご相談ください。

★不安がある場合は★

　メーター交換は、令和５年８月ごろから令和６年３月ごろまで実施します。

　その他ご不明な点やご要望等がありましたら、下記までお問い合わせください。

　ご理解とご了承をいただきますよう、お願いします。

メーター BOX 内にある水道メーター

（丸枠の部分）を交換します。

お問い合わせ先

 吉賀町役場　建設水道課　齋藤

 ＴＥＬ：０８５６－７９－２２１２

ＦＡＸ：０８５６－７９－２４８０

★☆★吉賀町上下水道コラム★☆★
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　環境情報　

人と動物の共生について　～動物愛護週間（毎年９月２０日～２６日）～

〇動物の飼い主には、「終生飼養（しゅうせいしよう）」の責任があります

　近年、動物は、飼い主の生活に潤いと喜びを与えてくれる存在となっています。一方で、動物に

対する虐待行為や、動物取扱業者や飼い主による不適正な取扱いにより、動物が苦しんだりする問

題が依然として数多く生じています。現行の動物愛護管理法では、動物の飼い主は、その動物が命

を終えるまで適切に飼養する「終生飼養」の責任があることが法律上明確にされています。

〇動物の遺棄は犯罪です

　愛護動物を虐待したり捨てたり（遺棄したり）することは犯罪です。違反すると、懲役や罰金に

処せられます。動物の飼い主の責任には、動物を正しく飼い、愛情を持って扱うことだけでなく、

最後まできちんと飼うことも含まれます。飼えないからと動物を捨てることは、動物を危険にさら

し、飢えや乾きなどの苦痛を与えるばかりでなく、近隣住民にも多大な迷惑になります。

　　また、近年は、日本の自然に生息していなかった外来生物が野外に放たれ、それによる農業被

害や生態系破壊が大きな社会問題になっています。

　①責任を持って最後まで動物を飼いましょう。

　②やむを得ず飼えなくなった場合は、新しい譲渡先を探しましょう。

　③むやみに動物が増えないよう、不妊去勢手術を実施しましょう。

　※猫の不妊去勢手術に対する補助制度があります。詳しくは、税務住民課（電話 77-1113）まで

　　お問合せください。

　動物の愛護及び管理に関する法律（抜粋）

　第四十四条

　３　愛護動物を遺棄した者は、一年以下の懲役又は百万円以下の罰金に処する。

2019 年の動物愛護法改正により、

罰則が強化されました

益田・鹿足管内で実際に起きた遺棄事例の写真

〇「令和５年度動物愛護啓発展」が開催されます

　島根県益田保健所主催により、次のとおり動物愛護啓発展が行われます。

　　　日時：令和５年９月１９日 (火 )～２５日 (月 )午前

　　　場所：キヌヤ　益田ショッピングセンター２Ｆ催事場（益田市常磐町 4-38）

　　　内容：動物愛護啓発パネル展示、譲渡動物の写真展示、動物に関するアンケートなど

　近くへお出かけの際は、ぜひお立ち寄りください。
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支援室だより吉高賀校

　～３年生アントレ最終発表会を開催しました～

　７月２０日、吉賀高校にて、アントレ最終発表会が開催されました。

３年生一人当たり１０分で自分の３年間の学びや成長を発表しました。

詳細は、学校通信「めたせこいあ」をご覧ください。３年生のアント

レは一区切りとなりますが、１・２年生はこれから本格的に地域の中

で活動を開始していきます。吉高生を見かけたときは、温かく見守っ

ていただけると嬉しく思います。

～吉賀の夏！自然を満喫しました！～　

　高校３年間を吉賀で暮らすのだから、吉賀の自然を堪能してもらいた

い！ということで、７月１５日と２３日ＮＰＯ法人エコビレッジかきの

きむらさんの「旬の天然鮎を食べる会」に、交流センターで生活する生

徒が参加しました。

　まずは、炭火起こしから体験。火が起こせてからは、かまど炊きの鮎

めし、鮎の塩焼き、焼きそばをみんなで作って食べました。午後からは、

待ちに待った川遊びの時間。たっぷり、吉賀町の豊かな自然を満喫し

ました。

　支援室では、吉高生との橋渡し役も担っています。吉高生とこんな

ことがしたい！ということがあれば、遠慮なく支援室までお知らせく

ださい。

男女国際テニス大会スムリクバボウル２０２３出場報告会

　六日市小学校４年の河口依鈴 (かわぐちいすず )さんが、６月１９日から２４日にクロアチアで

開催された、男女国際テニス大会スムリクバボウル２０２３をはじめ、クロアチア内各地で開催さ

れた大会に出場され、７月１９日に帰国、２７日に表敬訪問され、初めての長期間に及ぶ国際大会

の結果を報告されました。

　依鈴さんは、「目標の選手のように、攻めて、攻

めてたくさん点をとれる選手になる」と、将来に

向けての強い意気込みを語られました。

　上記の大会で依鈴さんは、ベスト８入賞を果た

され、地区の大会では、上位入賞をされました。

　岩本町長からは、長期間にわたる試合の慰労と

今後の活動への激励の言葉が送られました。

　依鈴さんの今後の活躍が、とても楽しみです。
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月 火 水 木 金 土・日
体操の時間 受付時間 生中継 １ ２・３
月曜日～金曜日
６：００～９：００
１５：００～１７：００
体操番組を放送！
テレビの前で

体を動かしましょう

サンネットにちはら
Tel 74-2099
Fax 74-2667

平日　8：30～17：15
（土・日・祝は閉庁）
緊急連絡先

セコムコントロールセンター
Tel 0852-28-0016

サンネットにちはら
開局２０周年記念事業
サンネットにちはら杯
モルック津和野大会
◆９月２３日（土）
　１３：００～
旧畑迫小学校グラウ
ンドから生中継！

島根県高等学校秋季
野球大会　準決勝
◆９月３０日（土）
　９：５０～
松江市営野球場から
島根県ケーブルテレビ
協議会NW生中継！

９：00
◎着物暮らしのすすめ
　～夏を楽しむ浴衣～
初心者でも簡単に、着崩れ
せず美しく見せることができ
る着方のコツを、著名人のス
タイリングや着付けを数多
く手掛ける講師に学びます

6：00
●ニュース
　サンネット
ニュース終了後
●かのあし
　安全安心だより

４ ５ ６ ７ ８ ９・１０
9：00
▲ニュース・サンネット
　総集編【８月放送分】

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●あいラブせんりゅう

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●サウナ道ノスゝメ

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県島根へ行こう！
9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

県議会中継【１１２CH 】

１１ １２ １３ １４ １５ １６・１７
9：00
●前期日本卓球リーグ
      ホームマッチ
      中国電力ライシスvs.
     エクセディ
6月14日（水）に行われた
日本卓球リーグ中国電力ラ
イシスvsエクセディの団体
戦の模様を放送
山陰ケーブルビジョン制作

9：00
●柿本人麿没後1300年！
　ひとなぞクイズ

9：30
●山のぼり気分

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
9：45
●とんと昔があったげな

9：00
◎心に響く書
　あなたの気持ちを届ける
NHK大河ドラマや連続テレ
ビ小説の書道指導を担当し
日本を代表する若手書家が
語る、想像をはるかに超えた
「書」の魅力と楽しみ方

6：00
●ニュース
　サンネット
ニュース終了後
●よしかの里の昔話

県議会中継【１１２CH 】

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３・２４
9：00
●太皷谷稲成神社
       夜神楽特別公演
７月15日（土）に太皷谷
稲成神社で行われた
夜神楽特別公演の
模様を放送
長福千原座神楽社中

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●あいラブせんりゅう

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●サウナ道ノスゝ メ

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県島根へ行こう！
9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

２３日１３：００
サンネットにちはら杯
モルック津和野大会
【生中継 111CH】

県議会中継【１１１CH 】

津和野町議会９月定例会一般質問【１１２CH 】 県議会中継【１１２CH 】

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０
9：00
◎ロバートキャンベル
     講演会
９月２日（土）に開催の
ロバートキャンベル氏の
講演会の模様を放送！

9：00
●柿本人麿没後1300年！
　ひとなぞクイズ

9：30
●山のぼり気分

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
9：45
●とんと昔があったげな

9：00
▲島根県高等学校
       文化フェスティバル

6：00
●ニュース
　サンネット

９：５０
島根県高等学校秋季
野球大会準決勝
【生中継 111CH】県議会中継【１１１CH 】

吉賀町議会９月定例会一般質問【１１２CH 】

議会中継日程 特別番組 サンネット LINE 公式アカウント

島根県議会本会議生中継
◆放送日時◆１０：００～

７日・１４日・１５日【１１２CH 】
１９日・２０日【１１１CH 】
２１日・２２日【１１２CH 】
２５日・２６日【１１１CH 】

津和野町９月議会
９月１８日～２０日
【１１２CH 】
吉賀町９月議会
９月２５日～２７日
【１１２CH 】

第18回島根県高等学校文化フェスティバル
パート1　マーチング、放送、日本音楽
パート2　小倉百人一首、伝承芸能、郷土芸能
パート3　演劇
７月６・７日に浜田市石央文化ホールで開催された
島根県高等学校文化フェスティバルの模様をお届け！

島根県ケーブルテレビ協議会制作

字

字

字

字

 番組情報などお届けします！
 ぜひ友達登録をお願いします！

特

特

特

特

特

字

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特9 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２３
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毎年９月は「がん征圧月間」です

　現在の日本では、国民の３人に１人ががんで亡くなり、２人に１人は生涯において一度はがん

にかかるであろうと推計されており、私たちにとってがんはとても身近な病気です。

　昭和３５年から毎年９月は「がん征圧月間」と定められ、がんとその予防についての正しい知

識の徹底、早期発見・早期治療の普及に、全国的に取り組んでいます。

　吉賀町においても、期間中、町立図書館において「がんを知る展示」を開催し、がんに関する様々

な情報発信や、関連図書の展示・貸し出しを行います。図書館の開館時間内に自由にご覧いただ

けますので、ぜひご来場ください。

『がんを知る展示』

【実施期間】　　９月１日（金）午後　～　１０月６日（金）１５時まで

【場所】　　　　吉賀町立図書館　多目的室（吉賀町六日市 648）

【内容（予定）】　　

①がんについて知ろう

　吉賀町の現状、予防のための生活習慣、早期発見のための検診について　など

②あなたの大切な人が「がん」になったら

　がん治療について、療養を支える制度の紹介　など

③「がん」と共に生きる社会へ

　がん・その患者と支える方の会『ゆめサロン』の紹介　など

保健だより
健康・食育・予防

　医療法人カタクリ会が「よしかクリニック」を開設しました。病院を退院された方、施設を退

所された方が在宅で安心して生活できるよう、医師が患者の自宅を訪問する「訪問診療」を行う

医療機関です。吉賀町にお住まいであり、他の病院や施設から紹介された方を対象として診療を

行います。

　よしかクリニックの概要については次のとおりです。

病院名：医療法人カタクリ会　よしかクリニック

場所：吉賀町上高尻４７４番地２（旧高尻へき地保育所）

医師：飯島献一

診療開始月：令和５年９月を予定

診療科目：内科（訪問診療のみ）

診療日：毎月　第１火曜日と第３火曜日（月２日のみ）

診療時間：午前９時～午後５時

よしかクリニック開設
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保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー食育
「私たちの健康は私たちの手で」

子ども食育フェア開催

　６月１７日、吉賀町ふれあい会館において子ども食育フェアを開催しました。

　子ども食育フェアは若い世代を中心とした食育の推進、健全な食生活の実践力を身につけても

らうきっかけになる仕掛けを作り、食に興味関心を持ってもらうことを目的に開催しています。

　今年度は食や生活習慣に関係する６団体がブースを出展し、家庭や地域で実践できる取り組み

について紹介を行いました。

～参加者の感想～

・保育所ごとに様々な取り組みをしているのが分か

り、食育の様子が分かった。

・朝食の量にビックリ。わが子は全然食べれていな

かったので工夫して食べてもらうようにします。

・改めて食育の大切さがわかった。

・いろいろ勉強になった。学びにつながった。

・親子で参加して体験・試食ができるとよい。

《出展団体》

〇益田地区栄養士会

〇在宅歯科衛生士会

〇吉賀町食生活改善推進協議会

〇子どもとメディアよしか

〇吉賀町保育連絡協議会

〇子育て世代包括支援センターぴよぴよ

《夏バテ予防レシピ》

暑い日が続くと、疲れが抜けにくくなったり、食欲がわかなくなることはありませんか。

暑い夏を乗り切るためにこのレシピをぜひ参考にしてみてください。

食品名　　　　 グラム数　　　　　目安量

白ご飯　　 　　　１７５ｇ　　　 １/２合

鶏もも肉　 　　　　４５ｇ

玉ねぎ　　　　 　　４５ｇ　　　 １/５個

ミニトマト　　　　 ３５ｇ　　　 ３～４個

卵　　　　　　　　 ５０ｇ　　  　　 １個

だし汁　　　　　　６５ｇ

濃口しょう油　　　　８ｇ

みりん　　　　　　　４ｇ

砂糖　　　　　　　　２ｇ

焼き海苔　　　　お好みで

大葉　　　　　　お好みで

≪作り方≫

①鶏肉は一口大に切り、玉ねぎは薄切りにする。ミニトマトはへたを

除いて半分に切る。

②フライパンに Aと鶏肉、玉ねぎを入れて火にかけ煮立ったら鶏肉を

裏返して火を通す。ミニトマトも加える。

③溶いた卵を②に回し入れ蓋をして半熟に固まったら火を止める。

④丼にご飯を盛り③をのせる。

お好みでちぎった焼きのりや千切りにした大葉をのせる。

夏バテ予防のために旬の夏野菜のミニトマトを取り入れ

ました。

卵、鶏肉などタンパク質をしっかり食べる事でも夏バテ

予防になります。

香味野菜の大葉で食欲増進効果が期待できます。

A
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

吉
賀
町
立
図
書
館

【
夏
休
み
え
い
が
会
に
つ
い
て
】

　

７
月
25
日
「
夏
休
み
え
い
が
会
」
と
し
て
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
上
映
を
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
、
た
く
さ
ん

の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
次
回
は
冬
に

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
作
っ
て
み
よ
う
！
展
に
つ
い
て
】

　

夏
に
な
る
と
工
作
の
本
探
し
に
来
ら
れ
る
人
が

い
ま
す
。
で
も
本
を
見
て
、
本
当
に
作
れ
る
か
と

思
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
実
際

に
作
っ
て
み
ま
し
た
。
作
品
を
手
に
す
る
と
、
何

と
な
く
簡
単
に
で
き
そ
う
と
思
え
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
工
作
だ
け
で
な
く
、
お
と
な
も
楽
し
め

る
作
品
を
並
べ
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
方
に
興

味
を
も
っ
て
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
図
書
館

に
は
手
芸
や
工
作
の
本
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の

で
、
本
探
し
に
ご
来
館
下
さ
い
。

【
が
ん
を
知
る
展
示
に
つ
い
て
】

　

９
月
１
日
～
10
月
６
日
ま
で
、
図
書
館
の
多
目

的
室
を
会
場
に
「
が
ん
を
知
る
展
示
」
を
い
た
し

 ≪ベスト・リーダー！７月≫

　　書　　　名　　　　　　著　　者
「ハツ江おばあちゃんの

『料理のきほん、教えます』 」高木ハツ江　著

「メロスの翼」　　　　　　　 横関　　大　著

「トランパー」　　　　　　　 今野　　敏　著　　　　　　　　　　　

「くもをさがす」　　　　　 　西　加奈子　著

「灰色の家」　　　　　　　　 深木　章子　著

≪図書館利用状況７月≫

●貸出総数　２９２９冊

●貸出人数　　３９４人

●来館者数　　４５１人

 [ 図書館の休館日と

返却ポスト ]

・９月２７日（水）は

図書整理のため休館

です。

・毎月曜日と祝日。

（９月２３日）

・図書返却ポスト

吉賀町内各公民館前

に設置

ま
す
。

　

会
場
で
は
、
吉
賀
町
保
健
福
祉
課
か
ら

提
供
さ
れ
た
癌
（
が
ん
）
に
関
す
る
資
料

や
島
根
県
立
図
書
館
よ
り
借
り
た
本
な
ど

を
並
べ
て
、
幅
広
い
世
代
の
み
な
さ
ん
に

病
気
の
こ
と
を
知
っ
て
、
予
防
や
支
援
を

必
要
と
す
る
方
へ
の
理
解
を
促
す
も
の
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
月
の
本
の
紹
介

図
書
室
だ
よ
り

　

９
月
１
日
「
防
災
の
日
」。
８
月
30
日
～
９
月
５
日
の
一
週
間
を
「
防
災
週
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）
の
９
月
１
日
、
関
東
地
方
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
９

の
大
地
震
が
発
生
。「
関
東
大
震
災
」
で
す
。
膨
大
な
数
に
上
る
死
者
が
出
た
こ
の
大

震
災
を
教
訓
に
し
、
災
害
へ
の
心
構
え
を
忘
れ
な
い
よ
う
制
定
さ
れ
た
の
が
防
災
の
日

で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
を
含
む
一
週
間
は
「
防
災
週
間
」。
各
地
で
防
災
訓
練
や
、
防

災
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
、
全
国
各
地
で
起
こ
る
地
震
に
伴

い
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
目
に
す
る
機
会
が
増
え
た
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」。
吉
賀
町
も
最

大
震
度
５
強
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
災
は
、
家
族
が
い
っ
し
ょ
に
い
る
と
き
に
起

こ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ば
ら
ば
ら
の
と
き
は
ど
う
す
る
か
な
ど
普
段
か
ら
家
族
で
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
室
内
の
安
全
チ
エ
ッ
ク
も
忘
れ
ず
に
。

い
ざ
と
い
う
時
の
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
、
備
え
は
万
全
で
す
か
？

こ
の
機
会
に
見
直
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

４
０
歳
か
ら
の
心
理
学　
　
　
　
　
　

香
山
リ
カ

毛
利
元
就
１
０
１
の
謎　
　
　
　
　
　

中
江
克
己

神
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　
　
　

篠
原　

匡

ひ
た
す
ら
憲
法　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿
岳
章
子

災
害
の
あ
と
始
末　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

春
男

あ
ぶ
な
い
い
き
も
の　
　
　
　
　
　
　

今
泉
忠
明

毎
日
が
お
い
し
い
工
夫　
　
　
　
　
　

村
上
祥
子

問
題
な
日
本
語　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
原
保
雄

決
戦
川
中
島　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
清
張

よ
る
ね
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

姫
野
カ
オ
ル
コ

白
鯨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
枕　

獏

失
わ
れ
た
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
崎
亜
記

直
線
の
死
角　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
宗
樹

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79
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町長コラム

　

吉
賀
町
に
は
、
国
土
交
通
省
が
定

め
る
水
質
日
本
一
の
称
号
を
７
度
獲

得
し
た
一
級
河
川
高
津
川
の
水
源
地

(

大
蛇
ヶ
池)

が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
水
源
地
の
湧
水
は
、
津
和
野
町
・

益
田
市
を
貫
流
し
て
お
り
、
流
域
住

民
共
有
の
財
産
で
す
。
ま
た
、
こ
の

水
源
地
で
は
、
毎
年
６
月
中
旬
に
地

元
「
若
杉
会
」
の
皆
さ
ん
が
水
源
祭

り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
開
催
が
見
送

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
お
伝
え
し
た
い
こ
と

は
、
こ
の
水
源
地
が
津
和
野
街
道
の

経
由
地
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
津
和
野
街
道
は
、
津
和
野
町
か

ら
吉
賀
町
を
通
っ
て
廿
日
市
市
を
結

ぶ
古
道
で
、
近
世
に
は
津
和
野
藩
が

参
勤
交
代
の
際
に
利
用
し
て
い
た
も
の

で
す
。
和
紙
や
穀
物
な
ど
の
物
資
輸
送

に
も
利
用
さ
れ
、
古
く
か
ら
人
々
が
行

き
交
う
こ
と
で
文
化
交
流
も
育
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
街
道
で
繋
が
る
３
市

町(

津
和
野
町
・
吉
賀
町
・
廿
日
市
市)

が
、
文
化
・
歴
史
・
観
光
な
ど
で
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
交
流
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

去
る
６
月
11
日(

日)

廿
日
市
市
役
所

に
於
い
て
連
携
協
定
調
印
式
を
行
い
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
同
市
在
住
で
吉
賀
町
ふ
る
さ
と
応

援
大
使
「
香
川
裕
光
」
さ
ん
が
歌
を
披

露
さ
れ
、
同
じ
く
大
使
を
務
め
る
「
ご

ん
ご
ん
じ
い
」
と
一
緒
に
吉
賀
町
の
Ｐ

Ｒ
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日

は
、
宮
島
口
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
桟
橋
広

場
で
３
市
町
自
慢
の
特
産
品
を
扱
う
マ

ル
シ
ェ
、
厳
島
神
社
高
舞
台
で
は
津
和

野
町
の
鷺
舞
も
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
宮
島
口
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場

に
隣
接
す
る
「
は
つ
か
い
ち
・
み
や
じ

ま
情
報
セ
ン
タ
ー
」
２
階
で
は
、
街
道

や
歴
史
文
化
を
紹
介
す
る
展
示
も
６
月

26
日(

月)

迄
の
期
間
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
場
で
は
、
水
源
祭
り
の
紹

介
と
藁
大
蛇
レ
プ
リ
カ
展
示
、そ
し
て
、

津
和
野
街
道
百
絵
図(

水
彩
画)

が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
皆
さ

ん
は
、
迫
力
あ
る
藁
大
蛇
や
繊
細
な

タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
百
絵
図
に
感
動
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
百
絵
図
は
、
同
市
出

身
の
画
家「
平
昭
治
」さ
ん(

故
人)

が
、

長
い
年
月
を
か
け
て
製
作
さ
れ
た
も
の

で
、
当
町
で
も
令
和
２
年
11
月
に
巡
回

展
を
役
場
本
庁
舎
で
開
催
し
、
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
鑑
賞
し
て
頂
き
ま
し

た
。
市
役
所
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に
は
、

昭
治
さ
ん
の
妻
「
平
ミ
ド
リ
」
さ
ん
も

ご
出
席
さ
れ
、
巡
回
展
で
の
お
礼
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
支
援

に
つ
い
て
も
私
か

ら
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
し

て
、
後
日
、
ミ
ド

リ
さ
ん
か
ら
心
温

ま
る
お
手
紙
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長 Vol.66

岩本一巳

水
源
祭
り
の
再
開
を
願
う

　

廿
日
市
市
に
は
、
平
成
15
年
開

所
し
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
あ

り
、
ま
た
昨
年
は
深
い
関
わ
り
の
あ

る
「
香
川
裕
光
」
さ
ん
に
大
使
と
し

て
ご
就
任
頂
き
ま
し
た
。
同
市
は
、

当
町
に
縁
の
あ
る
施
設
や
様
々
な
お

付
き
合
い
で
、
親
交
の
あ
る
多
く
の

方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
調
印

を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
３
市
町
が

よ
り
一
層
連
携
し
、
街
道
全
域
で
活

性
化
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
来
年

こ
そ
、
水
源
祭
り
が
再
開
さ
れ
、
廿

日
市
市
を
は
じ
め
山
陽
方
面
か
ら
多

く
の
方
に
ご
来
町
頂
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

【宮島口フェリー乗場掲出の広告幕】

【はつかいち・みやじま情報センターで

　　　　　　　　　紹介・展示された水源祭り】

【平ミドリさんから届いたお手紙の一部】
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《
寄
稿
》

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

50
年
以
上
続
い
た
、
私
の
ア
ル
バ
イ
ト

先
の
書
店
の
支
店
が
３
月
末
に
て
閉
店
し

ま
し
た
。
始
ま
り
は
、私
が
社
会
人
に
な
っ

た
頃
、
先
々
代
の
社
長
さ
ん
が
、
妹
さ
ん

に
店
を
任
せ
る
と
い
う
事
で
、
七
日
市
に

支
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
す
。
当
時
は
、

町
内
を
行
き
交
う
バ
ス
の
便
も
多
く
、
中

高
生
も
バ
ス
停
に
近
か
っ
た
支
店
に
立
ち

寄
っ
て
は
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
（
バ
ス

待
ち
の
溜
り
場
）
と
や
っ
て
い
ま
し
た
。

店
主
の
方
も
、
今
で
も
当
時
の
女
生
徒（
す

で
に
60
才
超
）
と
も
交
流
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
俳
句
の
お
仲
間
と
も
、
週
に
何
回
か

店
で
集
っ
て
「
あ
れ
が
い
い
、
こ
れ
が
い

い
」
と
、
に
ぎ
や
か
に
し
て
お
ら
れ
、
近

所
の
同
年
代
の
方
に
も
憩
い
の
場
（
お

し
ゃ
べ
り
処
）
を
提
供
し
、
数
多
く
の
ご

縁
を
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
、
心
や
さ
し

い
店
主
さ
ん
で
し
た
。

　

時
の
移
ろ
い
と
と
も
に
、
文
具
も
雑
誌

も
殆
ん
ど
が
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で

取
扱
わ
れ
る
様
に
な
っ
て
、
書
店
と
し
て

の
本
来
の
役
目
は
、
大
半
失
わ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
様
で
す
が
、前
述
の
よ
う
な
、

別
の
役
目
を
地
域
の
人
達
に
、
与
え
続
け

て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
「
ご
り
っ
ぱ
！
」

と
言
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
卒
寿
を
過
ぎ

て
、
心
身
と
も
に
限
界
だ
と
感
じ
ら
れ
、

や
む
な
く
店
を
閉
め
ら
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
沢
山
の
思
い
出
と
と
も
に
ご
指
導

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

今
後
は
、
本
店
の
茶
の
間
で
、
ゆ
っ
く

り
と
お
好
き
な
俳
句
を
楽
し
ん
で
下
さ

い
。

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
自
伝
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

今
か
ら
凡
そ
二
百
年
前
の
幕
末
京
の
都

又
、
武
州
に
お
い
て
世
は
勤
皇
か
あ
る
い

は
佐
幕
か
で
激
震
す
。
幕
臣
の
勝
海
舟
は

基
よ
り
江
戸
表
に
於
け
る
各
々
の
碩
学
者

間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
、
主
義
、
主
張
を

折
し
も
鑑
み
る
に
至
る
其
の
筆
頭
格
安
積

艮
斉
を
始
め
、
藤
田
東
湖
、
佐
藤
一
斉
、

会
沢
正
志
斉
、
或
い
は
佐
久
間
象
山
等
々

が
名
を
列
ね
る
。
彼
の
長
州
藩
、
吉
田
松

陰
は
意
を
志
世
の
見
聞
更
に
広
宣
流
布
念

頭
に
江
戸
遊
学
す
る
も
当
時
東
西
随
一
の

識
者
と
評
さ
れ
し
艮
斉
よ
り
無
し
ろ
蘭
学

に
砲
術
を
兼
ね
添
え
た
象
山
か
ら
の
修
得

が
顕
著
で
有
り
し
と
伝
ふ
。
此
の
様
な
る

世
上
地
方
は
と
云
う
と
芸
州
藩
の
儒
者
、

　

７
月
22
日
と
23
日
に
、
益
田
市
民
球
場

で
開
催
さ
れ
た
、
Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
第
40
回
島

根
県
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
の
益

田
・
鹿
足
地
区
予
選
に
七
日
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
渡
る
激
闘
の
末
に
、
４
年
ぶ

り
８
度
目
の
地
区
優
勝
と
４
年
ぶ
り
７
度

目
の
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
県
大

会
は
８
月
19
日
、
20
日
に
、
松
江
市
営
野

球
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

団
員
は
随
意
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

い
つ
も
で
も
見
学
・
体
験
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

今
後
と

も
皆
様
の

応
援
を
よ

ろ
し
く
お

願
い
い
た

し
ま
す
。

　

７
月
22
日
か
ら
８
月
１
日
に
か
け
て
、

全
国
か
ら
史
上
最
多
の
58
チ
ー
ム
が
兵
庫

県
に
集
い
、
第
27
回
全
国
高
等
学
校
女
子

硬
式
野
球
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

吉
賀
町
出
身
の
渡
邊
菫
（
わ
た
な
べ　

す
み
れ
）
さ
ん
は
吉
賀
中
学
校
か
ら
島
根

県
立
島
根
中
央
高
校
に
進
学
さ
れ
、
今
年

は
高
校
野
球
３
年
間
の
集
大
成
と
し
て
大

会
に
挑
み
ま
し
た
。

　

１
回
戦
・
２
回
戦
は
８
番
・
捕
手
、
３

回
戦
は
７
番
・
捕
手
と
し
て
出
場
し
、
チ
ー

ム
の
中
心
選
手
と
し
て
チ
ー
ム
を
け
ん
引

さ
れ
、
ベ
ス
ト
16
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

多
く
の
方
々
の
声
援
の
お
か
げ
で
、
大

会
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
27
回
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式
野
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
手
権
大
会

Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
第
40
回
島
根
県
学
童
軟
式　

　
　
　
　
　
　
　
　

野
球
選
手
権
大
会　

七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
県
大
会
へ　

ちょうみんひろば
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頼
山
陽
が
最
も
名
高
い
。
同
期
山
陽
は
父

の
門
弟
津
和
野
藩
の
儒
者
清
水
拙
斉
を
友

好
訪
門
此
の
際
周
防
国
通
過
す
る
も
、
石

州
星
坂
藩
所
周
辺
へ
差
し
掛
か
り
し
折
り

吟
じ
し
漢
詩
が
「
吉
賀
路
行
」
と
題
し
次

の
様
に
残
存
経
眠
す
。

吉
賀
路
行

行
覚
渓
雲
脚
下
生
（
省
略
）
爽
水
一
橋
横

（
中
略
）
峡
路
関
所
山
童
（
中
略
続
）
遊

石
州
時
之
時
録
以
…
管
天
飛

…
石
州
人
也
登
…
經
茲
境
矣
。　

頼
襄

　

落
款
考
察
す
る
に
文
化
・
文
政
期
の
作

で
無
論
通
過
も
同
時
期
内
容
要
約
次
の
如

し
「
薄
暮
時
石
州
路
に
入
り
主
た
る
諸
人

出
迎
え
関
所
周
辺
に
差
し
掛
か
り
夕
暮
に

染
ま
る
同
関
所
、
人
々
、
又
、
風
林
共
々
、

岩
松
を
流
れ
飛
び
散
る
瀧
川
風
情
は
正
し

く
絶
景
で
あ
る
。
鮮
空
渓
流
上
の
一
橋
も
、

又
、
格
別
の
情
感
を
醸
し
出
し
、
暫
し
、

我
を
も
忘
れ
る
ば
か
り
の
光
景
で
有
…
。
」

皆
の
心
情
が
観
て
汲
み
取
れ
る
。
誠
に
立

派
な
吟
詩
で
あ
り
、
正
し
く
山
陽
な
ら
で

は
の
其
の
自
然
と
人
間
、
間
の
神
秘
的
な

る
融
合
、
幽
玄
を
余
す
所
無
く
認
め
し
一

行
と
是
偏
に
感
服
す
る
次
第
で
あ
る
。
永

久
が
賛
辞
は
不
及
申
、
御
状
令
被
見
御
座

候
謹
ん
で
末
筆
と
す
る
初
秋
間
近
の
夜
更

け
な
る
。　

了

ちょうみんひろば

　
《川
柳
》

古
着
物
捨
て
る
勇
気
に
心
折
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

捨
て
た
い
ね
書
籍
雑
貨
に
も
う
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

捨
て
台
詞
言
っ
た
後
に
は
後
悔
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

断
捨
離
で
不
要
な
も
の
を
捨
て
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

正
論
も
捨
て
て
し
ま
え
ば
筋
違
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

捨
て
ら
れ
ず
孫
の
作
品
ど
こ
に
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

捨
て
き
れ
ぬ
私
の
描
く
生
き
る
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

捨
て
よ
う
と
思
っ
た
服
を
ま
た
着
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

い
ず
れ
ま
た
捨
て
る
つ
も
り
が
ま
だ
未
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

時
代
劇
悪
人
ら
し
き
捨
て
せ
り
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫 

捨
て
た
あ
と
ほ
し
か
っ
た
の
と
泣
く
幼
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

裏
の
畑
サ
ル
が
ラ
グ
ビ
ー
さ
つ
ま
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
中　

昭

ど
の
野
菜
も
雨
雨
降
れ
の
大
合
唱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　
　

毅

　《
俳
句
》

留
守
番
へ
冷
た
き
お
茶
を
作
り
置
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

梅
雨
明
け
の
そ
の
夜
虫
聞
く
山
家
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

立
読
み
の
書
店
六
階
夏
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

釜
焼
き
の
ピ
ザ
熱
し
林
間
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

世
事
疎
く
過
ぎ
に
し
日
日
や
田
水
沸
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

父
見
舞
ふ
母
は
九
十
夏
の
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

到
来
の
鮎
や
コ
ン
ロ
に
火
を
起
こ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

二
人
し
て
海
に
向
く
席
ソ
ー
ダ
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

涼
し
さ
も
太
陽
出
ぬ
間
の
つ
か
の
間
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　
　

毅

夏
帽
子
釘
に
吊
る
し
て
逝
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
民
子

　《
短
歌
》

足
の
爪
切
る
に
難
儀
な
こ
の
頃
の

　
　

老
と
ば
か
り
は
言
え
ぬ
下
腹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

畔
に
生
ふ
菫
の
花
の
紫
の

　
　

鮮
や
か
に
し
て
刈
り
残
し
お
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
７
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～　

 

（
７
月
届
出
）

村
上　

頼
（
よ
り
）
さ
ん

　
　
　

雅
也
・
詩
織
さ
ん
の
子　
　

大
野
原

田
原　

郷
生
（
ご
う
）
さ
ん

　
　
　

弦
生
・
美
栄
子
さ
ん
の
子　

大
野
原

岩
見　

凪
（
な
ぎ
）
さ
ん

　
　
　

祥
平
・
愛
佳
さ
ん
の
子　
　
　

沢
田

松
林　

花
音
（
か
の
ん
）
さ
ん

　
　
　

龍
太
郎
・
真
由
美
さ
ん
の
子　

沢
田

広
瀬　

貞
夫　
　

さ
ん　

88
歳　
　

六
日
市

村
上　

ヨ
シ
子　

さ
ん　

95
歳　
　

六
日
市

河
上　

修　
　
　

さ
ん　

85
歳　
　

六
日
市

寺
戸　

初
枝　
　

さ
ん　

90
歳　
　

蓼
野

片
山　

錦
之
助　

さ
ん　

90
歳　
　

九
郎
原

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て

ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原

文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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